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シロチドリ保護区の設置 （保護活動）ウミガメを迎える準備 （保護活動）

林少佐の碑から海岸への散策道整備 （遊歩道整備） 海岸防風林の清掃イベント（松並木の再生）

砂浜に生えた草木根の除去はウミガメが産卵巣を掘

るための助けになることがわかってきたので、今年も

行いました。３年目の今年は２月に１１日間実施したの

で海岸全体を整備できました。５月から始まるウミガメ

上陸・産卵・孵化率がどのくらいになるのか楽しみです。

今年は海岸北側のシロチドリ保護区まで砂浜を整備できました
（前田組による作業）

３月から産卵シーズンが始まったシロチドリですが、４羽

しか確認できていません。冬の間は最大８羽いたのですが、

どこかに行ってしまったようです。過去２年間、１羽の巣立

ちも確認できていないので、今年こそは巣立ってほしいと

願っています。巣作りが始まる前に、例年通り保護区を設

置しました。ヘビなどの天敵が隠れやすい砂浜の草やぶも

きれいに掃ったので、無事に産卵・孵化してくれますように。

昨年に続き第２回目の防風林大清掃イベントを３月９

日に開催し、400mほどの距離からトラック２台分もの漂

着・放置ゴミを収集しました。市議、市職員、海岸の事業

者、サーファー、高校教師及び生徒、白砂青松の会など

約６０名に参加いただきました。南日本新聞の記事で、こ

の活動が紹介されました。

・ボランティア袋９３個
・タイヤ類７本
・30m級の配管
・看板等の鉄板類４枚
・その他；漁網、ブイ、
腐食鉄棒など多種
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碑から、

海岸へ抜

ける小径は防風林の藪に埋もれていましたが、この

度、草を掃い整備しました。これにより、碑を参拝した

後に、紫電改の眠る砂浜に出やすくなりました。出水

の「紫電改・林大尉機を引き揚げる会」の戦後８０年

の慰霊ツアーなどで利用されることになっています。

脇本海岸 渚だより
第13号（期間：2025年1～3月）

景観大賞の応募写真

林少佐戦没碑

岩船神社

折口川

紫電改埋没地点



「白砂青松の会」特集

あの頃の松並木を取り戻したい

かつて美しかった脇本海岸の松並木は昭和40年代に松

くい虫により全滅しました。幼い頃から慣れ親しんだ海岸が

殺風景になったことを嘆いた現在９０歳の人たちは、故郷

の美しい景色を何とか取り戻したいという思いで2001年に

松の植樹を始めました。その思いが後世に引き継がれ、地

元の三笠中同窓生が還暦を迎えたときに海岸に松を植え

ることが慣例になりました。

これまでに海岸の北半分に１６回の植樹を行い、１０００

本以上の松が連なりました。令和７年は南端の岩船海岸に、

昭和５２年三笠中卒が第１７回目の植樹をしました。今後は

海岸を北へ向けて植樹を進めます。

「白砂青松の会」発足

各同窓松の管理強化と次世代の植樹を促して景観作りを推進するため、統括管理する任意団体「白砂青

松の会」を２０２０年に立ち上げました。NPOカメチドリが代表並びに事務局を担当し、会員へのこまめな情

報提供と、市の担当部署も参加する年１回の総会で活動方針などを決めています。令和６年には、松や海

岸の景観を守る活動が高く評価され「第３回あなたが選ぶかごしま景観大賞」を受賞し、脇本海岸の景観を

県下はもとより全国に知らしめたことはご存じの通りです。また、ＪＲ九州ななつ星のクルーズトレイン本部

からも、来海される国内外のお客様からも「白砂青松の海岸」として高い評価を頂いています。

昭和４１年（1966）
下村在住の高校生が描いた脇本海岸

活動状況

今後の課題

市の協力を得ながら次の課題に取り組んでいます。

１．８０歳を超えた同窓生の松管理のあり方（現在３学年）

２．松くい虫に強い抵抗松苗の安定確保

３．松くい虫、松毛虫の防除（海岸全体の防除と資金確保）

年に数回の下草刈りや

枝打ち、ゴミ拾いをして、

美しい松並木を維持・形

成しています

（昭和３４、４０年卒が植

樹した日露戦争碑のあ

る松林）

京阪神から久しぶりに帰郷
した昭和41年三笠中卒の皆
さんは、海岸の夕日を楽
しんだ後、立派に育った
植樹松の前で記念撮影。

「ふるさとの家や親は
なくなったけど、脇本海岸の
自然と想い出は、残ってい
て良か」 （令和６年１２月）

想い出の場所

昭和５２年三笠中卒の還暦記念植樹
同窓会の翌日に皆で岩船海岸に植樹（令和７年２月）

少しずつですが、あのころの松並木の風景を取り戻しつつあります。


	スライド 1
	スライド 2

